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■背 景 

九州大学では、平成 9年度以来、一定の期間、研究費等の重点配分を行い、本学の教育と研究の一層

の発展を図ることを目的として「九州大学教育研究プログラム・研究拠点形成プロジェクト（P&P）」 を

実施してきました。この P&Pに採択された課題は、九州大学の最新の教育・研究を代表するものです。 

 

■内 容 

平成 23年度～平成 25年度に研究が終了した課題の成果を抜粋し、わかりやすい形でパネル化して展

示を行います。 

 

・日時：10月 18日（土）～11月 14日（金）9：00～17：00 

    （土日祝日は休館、但し 10月 18日（土）のみ『九州大学ホームカミングデー＆アラムナイフ

ェス 2014』に合わせて開館） 

 

・主催：九州大学研究戦略委員会・九州大学総合研究博物館 

 

・場所：九州大学伊都キャンパス 椎木講堂 2階南ホワイエ 

  

■効 果 

 P&P に採択された課題は九州大学の最前線の教育・研究を代表するものであり、その成果を理解し

やすい形で社会に公開していくことは、社会に開かれた大学を目指す九州大学にとって重要な責務のひ

とつです。今回の展示は、九州大学の最前線の教育・研究が生み出される過程を、学内の学生・教職員

のみならず一般の方に広く知っていただける機会になると考えます。 

 

■今後の展開 

 九州大学では様々な分野の教育・研究が日々行われています。それらは学史を塗り替える画期的な研
究になる可能性を秘めています。日常的に大学で行われている最前線の教育・研究成果を広く知ってい

ただくことも大学の使命と考えており、今後もこのような取組を継続していきます。 

 
※九州大学教育研究プログラム・研究拠点形成プロジェクト（P&P）Webサイト 

 http://www.kyushu-u.ac.jp/university/office/kikaku-bu/kenkyusenryakuka/PandP/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

九州大学総合研究博物館 助教 舟橋 京子 

電話：０９２－６４２－４２８８（箱崎） 

０９２－８０２－５６６５（伊都） 

FAX：０９２－６４２－２５２２ 

Mail：funahasi@museum.kyushu-u.ac.jp 

九州大学総合研究博物館特別展示 

『九州大学教育・研究の最前線 ―第 13回 P&P研究成果一般公開―』 

 
概 要 

 平成 26年 10月 18日（土）より、伊都キャンパスの椎木講堂にて、「九州大学教育研究プログラ

ム・研究拠点形成プロジェクト（P&P）」に採択された研究の成果を抜粋したパネルを展示し、九州

大学で行われている教育・研究の最前線の一端として一般公開します。 



九州大学総合研究博物館 特別展示

−第13回P&P研究成果一般公開−

椎木講堂ことしは

Kyushu University Interdisciplinary Programs in Education and Projects in Research Development 

2014年10月18日 (土)  − 11月14日 (金)

九州大学伊都キャンパス 椎木講堂 ホワイエ

ご来場の際は、できるだけ公共の交通機関をご利用下さい。
お車でお越しの際は、椎木講堂横駐車場をご利用になるか、正門守衛所にて「P&P 展」観覧の旨お申し出下さい。

時　間　９時−17 時
休　館　土曜・日曜・祝日
            18 日（土）は、ホームカミングデー＆アナムライフェスのため開場

観覧料　無料

主　催　研究戦略委員会・総合研究博物館
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Ｐ＆Ｐとは

　Ｐ＆Ｐ（九州大学教育研究プログラム・研究拠点形成プロジェクト）とは、九州大学として、一定の期間研究費
等の重点配分を行い、本学の教育と研究の一層の発展を図ることを目的とするものです。九州大学総合研究博物館
では、平成 14 年度より研究戦略委員会と共に「九州大学教育・研究の最前線」と題しまして、Ｐ＆Ｐに採択され
た研究の成果を一般公開してきました。ぜひ、この機会に九州大学にお越し下さい。

タイプ・採択番号順　敬称略

1. ゲノム・エピゲノム研究拠点形成                                                                                           生体防御医学研究所　佐々木 裕之

2. 文理融合型の知覚・認知研究拠点                                                                                           芸術工学研究院　中島 祥好

3. 海岸構造物の洗堀防止と環境保全を考慮した耐津波補強技術に関する研究                                     工学研究院　HAZARIKA HEMANTA

4. アジア人の食と腸内細菌と健康に関する調査研究                                                                      農学研究院　中山 二郎

5. 初修外国語による Web 教材の開発・発展研究                                                                           言語文化研究院　KASJAN ANDREAS STEFAN

6. 病院地区における 3D 教材の開発および開発・提供体制の構築                                                     附属図書館付設教材開発センター　吉田 素文

7. リハビリ支援ゲームの開発評価拠点構築のための先行研究                                                          芸術工学研究院　松隈 浩之

8. 医農理工文連携による「におい」の最先端総合研究                                                                   基幹教育院・医学研究院　岡本 剛

9. バイオインスパイアード・ケミストリーを基盤とする新規環境浄化法の開拓　　　　　　　　　　　 工学研究院　久枝 良雄

10.  ミトコンドリアのウイルス自然免疫応答における役割解明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  理学研究院　小柴 琢己

11.  心疾患時の線維化制御に向けた筋線維芽細胞の新規細胞サブセットの性質解明　　　　　　　　　　  薬学研究院　仲矢 道雄

12.  嵩高いルイス酸‒塩基形成を活用した発光色の制御可能な固体発光材料の開発　　　　　　　　　　　工学研究院　小野 利和

13.  気相中での分光分析応用に向けた高強度紫外 10 フェムト秒パルス光源開発　　　　　　　　　　　   工学研究院　貴田 祐一郎

14.  数理生物学的手法による抗ウイルス薬の薬効評価系確立に向けた理論構築　　　　　　　　　　　　  理学研究院　岩見 真吾

15.  空間の知覚と評価－感性を切り口とした知覚の基礎研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  人間環境学研究院　三浦 佳世

16.  漢語史における指示詞と人称詞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  言語文化研究院　西山 猛

17.  国際キャリアパス拠点と e-Science を基軸とした国際研究教育の先進化　　　　　　　　　　　　　　応用力学研究所　藤澤 彰英

18.  酸窒化インジウム亜鉛中のエキシトン流を利用した超高速・超低消費電力トランジスタの開発　　　  システム情報科学研究院　板垣 奈穂

19.  好酸性鉄還元細菌を利用した重金属および放射性元素の新規バイオレメディエーション技術開発　　  工学研究院　沖部 奈緒子

20.  金融危機が金融システムに与えた影響に関する研究教育拠点形成　　　　　　　　　　　　　　　　  経済学研究院　内田 交謹

21.  高精度元素・同位体分析システムを用いた原始古代人口移動・物流ネットワークの研究　　　　　　  比較社会文化研究院　田中 良之
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